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2.8  実証実験 

 事例研究型の事業アーキテクチャ研究授業において、以下に記載するケース 2 教材について、

2015 年 10 月 11 日、2015 年 11 月 15 日の両日、琉球大学法文学部人間科学科の本村真教授とス

カイプにて遠隔実証実験を実施した。結果として、操作により音声の聞き取りにくさが生じる場合があ

るものの全体としては、遠隔においても議論や発表に十分参加できることが明らかになった。課題と

しては、遠隔者がディスカッションに参加しやすくするための、発表者や質問者のバックグラウンド情

報共有や対面機会の設定などが挙げられる。また、教員と学生、学生相互間でのコミュニケーション

ツールとして、事業アーキテクチャ研究科目では Backlog を、事業アーキテクチャ設計科目では

Manaba Courseを使用した。BacklogはWiki機能がリモートディスカッションに合うメリットがある一方、

チーム単位でのアクセス制御ができない点がデメリットとして挙げられる。一方、Manaba Course はチ

ーム単位でのアクセス制御が可能であり、Wiki 機能はないが、掲示板でチームディスカッションが可

能、またアンケート機能でチームメンバー評価・アドバイスが可能と、総じて事例研究型科目授業に

おけるコミュニケーションツールとしての適合性が高いものと判断された。 

 

 

2.9  PBL キャンプ 

 日 時 ： 2015/12/19 （ 土 ） 18:30-20:00 、 2015/12/25 （ 金 ） 18:30-2015/12/27 （ 日 ） 17:00 、

2016/01/16（土）18:30-20:00 

 場所：産業技術大学院大学 品川シーサイドキャンパス 3Ｆ 351-a 教室（2015/12/19、

2016/01/16）、KSP ホテル 702 会議室（2015/12/25-2015/12/27）  

 講師：剱持勝氏（イー・リゾート代表）、原亮氏（CCL 取締役）  

 参加者：小山裕司（産業技術大学院大学 附属図書館長 情報アーキテクチャ専攻 教授）、亀

井省吾（産業技術大学院大学 特任准教授）、産業技術大学院大学 大学院生 9 名（情報アー

キテクチャ専攻 5 名、創造技術専攻 4 名）  
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 実施の模様（2015/12/25-2015/12/27） 

 

  



• 
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3  成果報告（平成 27 年度） 
 

3.1  教育プログラム（カリキュラム及び教材開発） 

「事業アーキテクト」養成の教育プログラムは、戦略・IT 技術・マネジメント等の融合型プログラムで

あり、当教育プログラムのための新設科目（講義 6 科目、事例研究・PBL 4 科目）及び本学（情報ア

ーキテクチャ専攻、創造技術専攻）既存科目から構成される。教育プログラムの体系を以下に示す。 

 

3.1.1  修得すべき能⼒ 

本学運営諮問会議の答申によれば、今後期待される人材像として、自ら新しい事業を創出できる

イノベーション高度人材があげられている（運営諮問会議 平成 25 年度 答申）。イノベーションは、

IT 技術等を駆使し、新しい事業を開発し、マネジメントすることができてはじめて本当の変革を実現

できる。したがって、修得すべき知識・スキルは以下に示すように戦略、マネジメント、IT 技術を中核

に多岐にわたる。 

 

 戦略（経営、リーダーシップ、スタートアップ、イノベーション等） 

 マネジメント（タスク・プロジェクト、人材・組織、財務・会計） 

 先端基盤技術としての IT 技術（クラウド、3D プリンタ等） 

 当該分野の業務知識・現状・課題（観光・物販・医療等の各種業種） 

 メソッド・ツール（リーン、課題管理、BPM、CRM、コラボレーション等） 

 法規・倫理 

 

3.1.2  教育内容（授業科⽬等）、教育⽅法 

当教育プログラムのカリキュラムは、以下の 3 段階から構成される。特に、事例研究型科目は当プ

ログラムの特徴である。授業科目一覧は表 5: 授業科目一覧表 を参照されたい。 

 

 1 年次 講義・演習型科目 24 単位以上 

事業アーキテクトに必要とされる知識・スキルの修得・定着 

 1 年次 事例研究型科目 4 単位 

事例研究及び事業設計による事業開発手法の修得 

 2 年次 PBL（Project Based Learning）型科目（必修）  12 単位 
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成長領域の現状から問題を特定し、現実の課題に対する問題解決・事業開発のプロジェクト

の実行  

 

当教育プログラムのカリキュラムでは、1 年次は、最初に事業アーキテクトとしての知識・スキルと、

対象領域の現状・課題等を講義・演習型科目で学ぶ。次に事例研究型科目で各種の事例から事業

開発手法を学ぶ。2 年次は、業務遂行能力の修得のため、1 年次で学んだ知識・スキル・事業開発

手法を活用・駆使して、PBL 型科目で、成長領域の現状から課題を特定し、現実の課題に対する問

題解決・事業開発のプロジェクトを実行する。当教育プログラムの履修の流れを下図で示す。 

 

 

図 3: 履修の流れ 

 

《1 年次: 講義・演習型科⽬》 

1 年次では、事業アーキテクトに必要とされる知識・スキルの修得・定着のため、講義・演習型科目

（28 単位）を設定する。 

 

 〈教員の指導による独自カリキュラム〉 

社会人学生は、既に修得している知識・スキル、及び現在までのキャリアが様々であり、また

高度人材としての目標も（起業家、事業アーキテクト、プロダクツアーキテクト、プロジェクトマ

ネージャー等）様々であるため、当教育プログラムでは、すべての科目を固定の必修科目と

するのでは無く、担当教員の指導の下、各学生のキャリアプランに対して必要とされる知識・

スキルをバランスよく修得できるように、関連分野及び各種の専門科目群から独自の履修計

画を設計する仕組みを取る（オーダーメイド型カリキュラム）。 

 〈大学院レベルの知識体系・知識単位〉 

当教育プログラムの授業科目は、履修によって修得できる知識単位及びレベルが明確に設

定されている。学生は、オーダーメイドの履修計画を作成する段階、実際の授業科目の履修

の段階等、当教育プログラムが提供する知識体系の中で、各自が修得する必要がある知識

単位がどの程度修得できているかという達成度を常時確認することができる。当教育プログラ
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ムの知識体系・知識単位は経済産業省の CCSF（共通キャリア・スキルフレーム）の 3 段階約

120 の知識単位を基準にして、大学院のレベルに相当するレベル2（概ね経験年数 4〜5 年）

からレベル 4（概ね経験年数 10 年）に設定してある。 

 〈学修効果を高める教育手法〉 

単に知識の修得だけでは無く、実際に業務で活用できる事例に基づいた講義・演習・グル

ープワーク・録画授業による反復学修を、科目別に最も適した構成でもって、かつ数多く取り

込んだ教育手法を採用する。 

 

《1 年次: 事例研究型科⽬》 

1 年次の第 3〜4 学期の選択必修科目である事業アーキテクチャ研究及び設計では、MBA 等で

活用されているケーススタディ、ケースメソッド等の手法を参考に、当教育プログラムのために新規に

開発する事例研究型教育手法によって、事業開発手法を学ぶ。 

 

 〈PBL 型教育を意識した独自教材〉 

これらの授業は、当事業の「プログラム開発委員会」で新規に開発した独自教材の事例に基

づいて、（フェーズ 1）学生による事前準備、（フェーズ 2）小グループでのグループディスカッ

ション、（フェーズ 3）クラスディスカッションという流れで授業を展開し、各種の事例に対する

要因分析から、情報分析、問題解決のスキルを駆使して、戦略立案、実現可能性の検証、

意思決定の訓練を行い、2 年次の PBL 型教育に対する準備とする。 

 

《2 年次：PBL 型科⽬》 

1 年次では、知識とスキルを修得するが、これだけでは高度人材として活躍することは出来無い。

実際の業務を成功に導くためには、経験及び業務遂行能力（コンピテンシー）が不可欠ある。2 年次

では、成長領域の現状から問題を特定し、現実の課題に対する問題解決・事業開発のプロジェクト

を実行する。実際の業務に近いプロジェクトを体験することで、知識・スキルの活用経験を蓄積し、さ

らにコンピテンシーを修得するために PBL（Project Based Learning）型授業を行う。 

 

 〈業務遂行能力（コンピテンシー）〉 

本学が提唱する「コンピテンシー」に類似する概念には、仕事、多くの職場や地域社会で多

様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力を意味する「社会人基礎力」、問題解

決・交渉・モチベーションアップ等の非定型の対人的技能を意味する「ソフトスキル」等がある。

本学では、高度人材に必要とされる業務遂行能力として、情報アーキテクチャ専攻では「7
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